
東
亜
利
根
ボ
ー
リ
ン
グ

（
東
京
都
港
区
、
伊
藤
春
彦

社
長
、
０３
・
５
７
７
５
・
３

３
２
１
）
は
来
月
か
ら
、
地

中
熱
利
用
設
備
で
の
掘
削
作

業
向
け
に
、
自
動
化
・
低
騒

音
化
技
術
を
適
用
し
た
新
型

の
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン
「
ソ

ニ
ッ
ク
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」（
写
真
）

の
販
売
を
開
始
す
る
。
騒
音

の
低
減
に
よ
り
掘
削
機
の
機

械
能
力
（
回
転
数
）
を
最
大

レ
ベ
ル
ま
で
高
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
掘
削
能
力
を

従
来
機
と
比
べ
約
２
倍
に
向

上
さ
せ
た
。
ま
た
、
自
動
掘

削
の
た
め
の
制
御
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
掘
削
作
業
に
か
か
る
人

数
も
削
減
。
新
型
機
の
導
入

に
よ
り
、
掘
削
コ
ス
ト
を
従

来
機
に
比
べ
３０
％
以
上
削
減

で
き
る
と
い
う
。

同
社
は
、
高
い
掘
削
能
力

と
垂
直
精
度
が
特
徴
の
ロ
ー

タ
リ
ー
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

タ
イ
プ
の
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ

ン
「
ソ
ニ
ッ
ク
ド
リ
ル
」
を

開
発
、
国
内
外
で
約
５０
台
の

販
売
実
績
が
あ
る
。
地
中
熱

利
用
設
備
の
掘
削
で
は
、
１

７
９
㍉
の
掘
削
口
径
の
も
の

を
使
用
、
地
層
に
よ
っ
て
は

１
日
で
深
さ
１
０
０
㍍
を
掘

削
す
る
能
力
が
あ
る
。
た

だ
、
都
市
部
で
の
掘
削
作
業

は
騒
音
対
策
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
機
械
能
力
を
半
分
程

度
に
抑
え
て
作
業
を
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
新
型
機

は
、
従
来
機
に
比
べ
エ
ン
ジ

ン
騒
音
で
１１
デ
シ
ベ
ル
、
掘

削
作
業
騒
音
で
１０
デ
シ
ベ
ル

の
低
減
を
実
現
。
こ
れ
に
よ

り
機
械
能
力
を
最
大
限
活
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

約
２
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
掘
削

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
動
化
技
術
に
つ
い
て

は
、
一
部
の
遠
隔
操
作
を
取

り
入
れ
た
制
御
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
。
こ
の
技
術

の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

５
名
必
要
だ
っ
た
掘
削
作
業

に
か
か
る
人
員
を
２
名
削
減

で
き
る
と
い
う
。
さ
ら
に
同

社
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
環

境
情
報
学
部
の
武
藤
佳
恭
教

授
と
協
力
し
て
、
若
手
技
術

者
で
も
熟
練
技
術
者
と
同
等

な
掘
削
作
業
を
可
能
に
す

る
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
機
械

学
習
を
取
り

入
れ
た
制
御

ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
開

発
を
進
め
て

お
り
、
年
度

内
に
販
売
す
る
計
画
。
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
機
械
学
習
は
、
複

数
の
学
習
機
を
組
み
合
わ
せ

て
学
習
能
力
を
向
上
さ
せ
る

方
法
で
、
同
社
で
は
特
化
型

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
い
わ

れ
る
機
械
学
習
へ
の
新
た
な

取
り
組
み
と
位
置
付
け
、
他

の
関
連
機
器
に
も
転
用
し
て

い
く
考
え
。

同
社
は
、
新
型
機
「
ソ
ニ

ッ
ク
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
と
合
わ
せ

て
、
従
来
機
に
も
適
用
で
き

る
遠
隔
操
作
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
自
動
ロ
ッ
ド
チ
ェ
ン

ジ
ャ
、
自
動
ロ
ッ
ド
ラ
ッ

ク
、
さ
ら
に
２
デ
シ
ベ
ル
の

騒
音
を
低
減
で
き
る
消
音
装

置
（
ア
イ
・
エ
ヌ
・
シ
ー
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
製
）
を

オ
プ
シ
ョ
ン
で
販
売
す
る
。

平成 29年（2017 年）6月 28 日付

地中熱設備の掘削コスト３割削減
東亜利根ボーリング来月から販売開始へ
自動化・低騒音化技術適用の掘削機


